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看護師の特定行為に関連する研究の動向と課題 
～特定行為研修を修了した看護師が看護の関わりの中で 

活躍していくために～

小泉仁子 
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【要約】

《目的》看護師の特定行為に関する研究の動向を分析し、特定行為研修を修了した看護師が看護の関わりの中で活躍

していくために、今後どのような研究課題が求められているかについて示唆を得る。

《方法》2015年から2022年の約 7 年間で、医学中央雑誌 Web 版を用い、「特定行為」と「看護師」をキーワードとし

て検索を行った。文献のタイトル・要旨を概観し、実践報告や解説など研究論文ではない文献を分析対象から除外

し、看護師の特定行為に関する研究論文15件を分析対象とした。

《結果》看護師の特定行為に関する研究の動向について、「特定行為研修制度への認識や研修を修了した看護師への期

待に関すること」、「特定行為を行う看護師の看護実践に関すること」や「特定行為研修の教育に関すること」につ

いて研究されていた。

《結論》特定行為を行う看護師が看護の関わりの中で活躍していくために、看護実践や看護管理、継続教育に関する

研究課題が求められていると考える。
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Ⅰ．はじめに

特定行為とは、診療の補助であり、「特定行為研修」

を受講した看護師が、医師または歯科医師から手順書

の発行を受けて行う38の医行為である1）。「特定行為

を行う看護師の研修制度」は、保健師助産師看護師法

（昭和23年法律第203号）の一部改正を含む「地域にお

ける医療及び介護の総合的な確保を推進するための関

係法規の整備等に関する法律」（平成26年法律第83号）

により、2015年10月に施行された2）。これは、超高齢

化社会を迎えた我が国において地域包括ケアシステ

ム3）のニーズに応えるための方策の一つである。

特定行為研修が始まって約 7 年が経過した令和 4 年

3 月での「特定行為研修の修了者は4,832名（延べ人

数は27,377名）」4）で、当初の目標には及び難い状況で

ある。特定行為研修を修了した看護師は、診療報酬で

も評価されてきた5）6）7）一方で、活動に難渋する状況も

指摘されている8）18）。

日本看護協会は、看護の将来ビジョン9）において、

「特定行為研修を修了した看護師は、特定行為のみを

行うのではなく、連続した看護の関わりの中で特定行

為を実施することにより、人々が安全で質の高い医療

を、時宜を得て受けられることに貢献する」と掲げて

いる。特定行為を行う看護師は、看護師としての自覚

を持ち、看護の関わりの中で根拠に基づいた実践能力

が期待される。

そこで、特定行為研修を修了した看護師が特定行為

を行うことにおいて、看護の関わりの中で看護師だか

らこその活躍をしていくにはどのような課題があるの

か、これからの研究の取り組みについて考察する必要

があると考えた。

Ⅱ．目的

本研究の目的は、看護師の特定行為に関する研究の
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動向を分析し、特定行為研修を修了した看護師が看護

の関わりの中で活躍していくために、今後どのような

研究課題が求められているかについて検討し、示唆を

得ることである。

Ⅲ．用語の定義

1 ．‌�特定行為

特定行為は、診療の補助であり、「特定行為研修」

を受講した看護師が、医師または歯科医師から手順書

の発行を受けて行う38の医行為である1）。

2 ．‌�看護実践

「看護実践」とは、看護職が対象に働きかける行為

であり、看護業務の主要な部分を成すものである10）。

Ⅳ．研究方法

1 ．‌�分析対象論文の抽出

医学中央雑誌 Web 版を用い、「特定行為」、「看護

師」をキーワードとし、「特定行為に係る看護師の研

修制度」が開始された2015年からの 7 年間（2015年～

2022年）の看護文献（本文あり、会議録除く）を検索

した（2022年 9 月検索）。その結果、122件が該当し

た。文献のタイトル・要旨を概観し、実践報告や解説

など研究論文ではない文献を分析対象から除外し、看

護師の特定行為に関する研究論文15件を分析対象とし

た。

2 ．‌�分析方法

1 ）‌�看護師の特定行為に関する研究の動向についての

分析

対象文献を年次推移に添って「年次別文献数と文献

内容の変遷」を分析した。

2 ）‌�看護師の特定行為に関する内容の分析

対象文献を精読し、研究目的・方法・結果について

分類し、研究の動向を整理した。

3 ．‌�倫理的配慮

本研究は、人を対象とする研究ではなく、すでに公

表されている論文を対象とし、検討を行った。文献の

引用においては、著作権法、研究倫理を遵守した。

Ⅴ．結果

1 ．‌�看護師の特定行為に関する研究の動向

研究対象となった論文は15件であった。看護師の特

定行為に関する文献数は、2020年以降増加し、年次別

文献数は2015～2019年に 3 件、2020年以降に12件で

あった。詳細は、表 1 に示すとおりである。

看護師特定行為に関する15文献の内容（2015～2022

年）の詳細は、表 2 ～ 5 に示すとおりである。「特定

行為研修制度への認識や研修を修了した看護師への期

待に関すること」が 7 件と最多で、次いで「特定行為

を行う看護師の看護実践に関すること」が 6 件、「特

定行為研修の教育に関すること」が 2 件であった。ま

た、研究方法は、質的研究が 8 件、量的研究が 7 件で

あった。

2 ．‌�「特定行為研修制度の認識や研修を修了した看護

師への期待に関すること」についての研究

「特定行為研修制度への認識や研修を修了した看護

師への期待に関すること」は、 7 件抽出された。詳細

は、表 2 ・ 3 に示すとおりである。質的研究が 2 件、

量的研究が 5 件であった。これらの研究の対象は、訪

問看護ステーションの看護管理者や訪問看護師14）～17）、

病院施設の看護管理者11）や看護師13）、へき地診療所の

医師12）であった。さらに研究の内容について分類する

と、特定行為研修制度の認識14）15）16）や特定行為を行う

看護師への期待11）12）13）17）が報告されていた。

3 ．‌�‌�「特定行為を行う看護師の看護実践に関すること」

についての研究

「特定行為を行う看護師の看護実践に関すること」

は、 6 件抽出された。詳細は、表 2 ・ 4 に示すとおり

である。質的研究が 4 件、量的研究が 2 件であった。

質的研究の対象は、訪問看護師19）、特定行為研修修了

者21）22）23）であった。量的研究の対象は、研修指定期間

の研修責任者18）、特定行為研修修了者を含む ICU の

スタッフ20）であった。

特定行為を行う看護師の看護実践に関することにつ

いて、認識する看護実践の変化21）や「医療モデル」の

視点と「生活モデル」の視点の双方の視点を両立させ

て看護を行っていること19）、安全の確保に関する行動

の特徴23）、実践環境づくりのための取り組み18）が報告

されている。研究の内容について分類すると、特定行
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為を行う看護師の「チーム医療の中での役割発

揮」18）20） 22）と「自身の看護実践の変化」19）21）23）が報告さ

れていた。

4 ．‌�「特定行為研修の教育に関すること」についての

研究

「看護師特定行為研修の教育に関すること」は、 2

件抽出された。詳細は、表 2 ・ 5 に示すとおりであ

る。

2 件とも質的研究であり、その対象は実習終了直後

の研修生24）と学習課題の電子媒体記録物25）であった。

実習で学んだことを自施設のチームで実践したこ

と24）、意思決定支援は13のカテゴリーに分類されたこ

と25）、が報告されていた。

Ⅵ．考察

特定行為に関する研究の動向を分析し、特定行為研

修を修了した看護師が看護の関わりの中で活躍するた

めに、今後どのような研究課題が求められているかに

ついて、まず、「看護師の特定行為に関する研究の動

向」を考察する。次に、研究の内容から「特定行為研

修制度の認識や研修を修了した看護師への期待と認識

に関すること」、「特定行為を行う看護師の看護実践に

関すること」、「特定行為研修の教育に関すること」の

視点から、今後どのような研究課題が求められている

かについて検討し、示唆を得る。

1 ．‌�看護師の特定行為に関する研究の動向

看護師の特定行為に関する研究内容は2020年以降増

加し、「特定行為研修制度への認識や研修を修了した

看護師への期待に関すること」11）～17）や「特定行為を行

う看護師の実践活動に関すること」18）～23）、「特定行為

研修の教育に関すること」24）25）について研究されてい

た。しかし、まだ文献数が少ない現状であり、更なる

研究の蓄積が必要である。

2 ．‌�「特定行為研修制度の認識や研修を修了した看護

師への期待に関すること」についての研究

特定行為研修制度の認識14）15）16）や特定行為を行う看

護師への期待11）12）13）17）が報告されている一方で、その

認識や期待が研修の受講希望には必ずしもつながって

いない状況が報告されている11）14）。特定行為の受講者

を増やしていくためにも、さらなる研究の蓄積が必要

である。

3 ．‌�‌�「特定行為を行う看護師の看護実践に関すること」

についての研究

特定行為を行う看護師の看護実践に関する研究は、

高度急性期医療から地域在宅の場において、生活モデ

ルに基づく看護19））や看護実践の変化21）、が報告され、

患者への医療・看護ケアの質の向上に結び付いている

ことが示唆されている。特定行為を行うことで良い効

果や結果を生じたアウトカムについて、さらなる研究

の蓄積が必要である。真田ら27）は、特定行為研修の修

了者の活用に際しての方策に関する研究を報告してい

る。また、酒井ら28）は、特定行為研修修了看護師の複

数配置に関する実態把握および有効活用に影響する要

因の調査研究による組織的配置・活用ガイドを示して

いる。チーム医療の中で、さらに役割を発揮していく

ための人材育成や活動体制などの看護管理に関する研

究が、さらに蓄積されていく必要がある。

現在、特定行為を行う看護師は、ジェネラリスト、

スペシャリストである認定看護師、診療看護師と、臨

床経験や教育背景にも相違がある。ジェネラリスト、

スペシャリストとして期待される役割もあり26）、個々

のキャリアデザインにも相違が生じることが考えられ

る。樋口ら21）は、特定行為を行う看護師は看護実践の

認識が変化したことを報告している。特定行為を行う

看護師が看護の関わりの中で活躍し続けていくための

研究を進めていく必要があると考える。

4 ．‌�「特定行為研修の教育に関すること」についての

研究

特定行為研修についての研究24）25）はあるが、継続教

育についての研究が抽出できなかった。日々進歩する

医療・看護の現場で継続教育は欠かせない。特定行為

を行う看護師の継続教育に関する研究を進めていく必

要があると考える。

5 ．‌�研究の限界

特定行為に関連する研究について、「特定行為」「看

護師」で過去 7 年間の文献を検討した。文献検討に限

りが生じた可能性があり、研究の限界といえる。

Ⅶ．結論

本研究では特定行為に関する研究の動向を分析し、
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特定行為研修を修了した看護師が看護の関わりの中で

活躍するために、今後どのような研究課題が求められ

ているかについて、国内15件の文献を対象に検討を

行った。その結果、以下のことが明らかとなった。

1 ．看護師の特定行為に関する研究の動向について、

2020年より増加傾向がみられ、「特定行為研修制度

への認識や研修を修了した看護師への期待に関する

こと」や「特定行為を行う看護師の看護実践に関す

ること」、「特定行為研修の教育に関すること」につ

いて研究されていた。

2 ．特定行為研修を修了した看護師が看護の関わりの

中で活躍していくために、向上を目標に、看護実践

や看護管理・継続教育に関する研究課題が求められ

ていると考える。

本論文内容に関する利益相反事項はない。
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表 1　看護師の特定行為に関する文献内容の変遷（2015～2022）

文献内容（文献数） 発表年（年次別文献数）

特定行為研修制度の認識や研修を修了した看護師への期待に関すること（7） 2015（1）2021（5）2022（1）

特定行為を行う看護師の看護実践に関すること（6） 2015（1）2020（2）2021（2）2022（1）

特定行為研修の教育（2） 2019（1）2020（1）

合計 15

表 2　対象文献の概要

文献 著者（発表年） タイトル 目的

1 草野淳子他11）

（2022）
重症心身障害児（者）施設・病院における特定行
為を必要とする入所者の状況と看護管理者の見解

重症心身障害児（者）施設・病院の看護管理者を対
象に、特定行為を必要とする入所者の状況と特定行
為に関する見解を明らかにする。

2 村上礼子他12）

（2022）
へき地診療における特定行為研修修了者の活動に
対する期待

へき地診療所に勤務する常勤医師の特定行為研修な
らびに研修修了看護師に関する認知度や期待、およ
び特定行為に準ずる医行為の実施状況や必要だと考
える区分などを明らかする。

3 藤沢麻美他13）

（2021）
診療看護師が実施する特定行為に関する看護師の
意識調査

NP が実施する特定行為に対する看護師の認識を明
らかにする。

4 富田真佐子他14）

（2021）
特定行為研修制度に対する訪問看護師の認識
～訪問看護ステーションへの全国調査から～

訪問看護師が特定行為研修制度に対してどのように
認識し、それらが研修受講希望に関連するかを明ら
かにする。

5 佐藤千津代他15）

（2020）
在宅における特定行為およびその導入に対する訪
問看護師の認識
―訪問看護師へのインタビュー調査―

在宅における特定行為とその導入に対する訪問看護
師の認識を明らかにする。

6 高崎亜紗菜16）

（2020）
特定行為に関する訪問看護師の認識
特定行為に係る看護師の研修制度導入の背景を受
けて

特定行為に関する訪問看護師の認識を明らかにす
る。

7 畠山玲子他17）

（2015）
「特定行為に係る看護師の研修制度」に関する訪
問看護師の意識調査

「特定行為に係る看護師の研修制度」導入の必要性
の有無とその理由を明らかにする。

8 田村香奈18）

（2022）
看護師による特定行為の実践環境づくりのための
全国の指定研修期間の取り組みと課題の実態

指定研修期間での特定行為を速やかに実践する環境
づくりのために、全国の指定研修期間の取り組み実
態と課題を明らかにする。

9 鈴木浩子19）

（2021）
訪問看護において医行為に伴い実践する「生活モ
デル」に基づく看護
―特定行為導入に向けたインタビュー調査―

訪問看護における「特定行為」を発展させていくた
めに、訪問看護師が医行為を実践する前後で行う

「生活モデル」に基づく看護を明らかにする。

10 茂呂悦子他20）

（2021）
特定集中治療室管理料を算定している集中治療部
門で勤務する認定看護師、専門看護師、特定行為
修了者の活動に関する調査

診療報酬の要件に該当する、集中治療部門に勤務す
る認定看護師、専門看護師、特定行為修了者につい
て、多職種チーム活動への参画を含め、役割発揮に
おける活動内容を明らかにする。

11 樋口佳那他21）

（2020）
特定行為研修を修了した看護師が認識する看護実
践の変化

ジェネラリスト看護師が特定行為研修を終了したこ
とによって、医療チームの中で自らの看護実践がど
のように変化したと認識しているかを明らかにす
る。

12 杉山文乃他22）

（2021）
国立高度専門医療研究センターおよび国立病院機
構における特定行為研修修了者の活動実態と育成
に関する研究

国立高度専門医療研究センターおよび国立病院機構
に勤務する特定行為研修修了者の活動の詳細を明ら
かにし、キャリア支援の在り方を検討する。

13 酒井透江他23）

（2015）
特定行為を実施する皮膚・排泄ケア認定看護師に
よる安全の確保に関する行動の特徴

特定行為を実施する看護師は業務の中で、特定行為
の安全をどのように確保しチーム医療にどのように
関与しているのかを明らかにする。

14 鈴木美津江他24）

（2021）
チーム医療を推進するための教育的方略の検討
―看護師特定行為基礎実習Ⅱの学びと実践への活
用から―

研修生が実習Ⅱで得た学びと実践への活用から看護
教員の指導の効果を考察し、チーム医療を推進する
ための教育方略の示唆を得る。

15 関山友子他25）

（2020）
特定行為研修研修生が認識する意思決定支援：定
性的内容分析

特定行為研修研修生が認識する意思決定支援につい
て明らかにし、研修生に必要となる Shared Deci-
sion Making の教育内容について考察する。
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表 3　「特定行為研修制度の認識や研修を修了した看護師への期待に関すること」についての研究

文献 タイトル 研究
方法 対象 結果

1
重症心身障害児（者）施
設・病院における特定行
為を必要とする入所者の
状況と看護管理者の見解

量的
研究

重症心身障害児（者）
施設・病院204か所の
看護管理者

重症心身障害児（者）施設における特定行為の実施状況では、
「胃ろうカテーテル等の交換」が最も多かった。
看護管理者は「気管カニューレの交換」に対して特定行為を行
うことに肯定的な回答は63.4％であった。また、「特定看護師
は施設内で必要か」については肯定的な回答が55.1％であり、

「特定行為研修を受講させたいか」の質問については、否定的
な回答が53.6％であった

2
へき地診療における特定
行為研修修了者の活動に
対する期待

量的
研究

全国のへき地診療所の
医師のうち回答の得ら
れた172名

特定行為研修制度の認知度は「聞いたことがある」が約 5 割で
あった。特定行為研修修了看護師への期待は【エビデンスに基
づく適切な医療及び看護の提供】、【医師がタイムリーに動けな
いときや不在時の対応】などで高く、【医師の負担軽減や診療
支援】は低い傾向であった。

3
診療看護師が実施する特
定行為に関する看護師の
意識調査

量的
研究

NP が在籍する総合病
院 2 施設の看護師207
名

NP が実施している特定行為で最も多かった項目は「中心静脈
カテーテルの抜去」だった。今後、看護師が NP に実施してほ
しいと回答した特定行為は「中心静脈カテーテルの抜去」、次
いで「褥瘡又は慢性創傷の治療における血流のない壊死組織の
除去」、「創部ドレーンの抜去」、「腹腔ドレーンの抜去」、「直接
動脈穿刺法による採血」の項目であった。

4
特定行為研修制度に対す
る訪問看護師の認識
～訪問看護ステーション
への全国調査から～

量的
研究

訪問看護ステーション
の管理者とスタッフ看
護師459名

制度に対しある程度の関心はあるが、内容を理解している割合
は高いとは言えず、受講希望は低かった。特定行為への期待と
制度への関心が高いと必要性の認知が高く、懸念と抵抗感が高
いと認知が低かった。また、必要性の認知の高さは受講希望の
持ちやすさに関連がみられた。制度を導入する上での課題や受
講する上での妨げがあるとする割合は高いが、それらと制度の
必要性や受講希望との直接的な関連は認められなかった。

5

在宅における特定行為お
よびその導入に対する訪
問看護師の認識
―訪問看護師へのインタ
ビュー調査―

質的
研究 訪問看護師 8 名

特定行為とその導入に対する訪問看護師の認識は、【特定行為
への期待】として《利用者・家族の負担軽減》《タイムリーな
特定行為による回復効果の期待》《特定行為ができないことに
よるロス発生の抑止》《看護の質向上に貢献》《在宅医療体制充
足に貢献》《医師の負担軽減》が抽出された。【特定行為への懸
念と抵抗感】として《現状の医療体制で対応可能》《看護師の
役割を超えた医行為拡大への懸念》《制度導入への疑問と抵抗》

《本来の看護ケアの質低下への懸念》《地域医療体制の底上げが
優先》が抽出された。【特定行為運用の課題】では《看護師の
判断力・技術力の担保》《特定看護師の負担増大》《責任の所在
と安全管理の課題》《主治医との連絡・意思疎通の課題》が抽
出された。

6

特定行為に関する訪問看
護師の認識
特定行為に係る看護師の
研修制度導入の背景を受
けて

質的
研究

訪問看護師経験年数 5
年以上の訪問看護師11
人

特定行為に関する訪問看護師の認識は、【一人の重圧】や【利
用者・家族への影響を懸念】する認識が根底にあった。

【利用者・家族へ寄り添う看護の探求】や【訪問看護師本来の
役割確認】を訪問看護師が大切にしている看護の基盤とし、

【救命のための努力】や【医師との関係性の悩み】を経験しな
がら、【特定行為への期待】や【役割を果たすための覚悟】が
現れていた。

7
「特定行為に係る看護師
の研修制度」に関する訪
問看護師の意識調査

量的
研究

首都圏の訪問看護ス
テーションに勤務する
訪問看護師86名

「特定行為に係る看護師の研修制度」導入が必要であると71％
が回答した。必要理由は「看護師が治療や臨床判断ができる状
況が日常業務の中で多々あることも事実である」、「患者のより
身近にいる看護師にしかできない判断や行為がある」の 2 項目
に強い関連を認めた。
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表 4　「特定行為を行う看護師の看護実践に関すること」についての研究

文献 タイトル 研究
方法 対象 結果

8
看護師による特定行為の
実践環境づくりのための
全国の指定研修期間の取
り組みと課題の実態

量的
研究

全国の特定行為に係る
研修指定研修機関221
機関のうち回答の得ら
れた79機関の研修責任
者

研修終了後～ 3 か月以内におおむね 7 割以上の修了生が実践を
開始している機関は27.3％であった。機関からの実践環境づく
りへの支援は受講者に67.1％、受講者の所属施設等に62.7％が
実施していた。内容は情報提供、組織体制づくりへの助言、
フォローアップ研修等であった。課題は医師や看護師、多職種
等への特定行為に関する周知の不十分等であった。

9

訪問看護において医行為
に伴い実践する「生活モ
デル」に基づく看護
―特定行為導入に向けた
インタビュー調査―

質的
研究 訪問看護師 8 名

訪問看護師は、医行為を行う前後で【療養者の包括的な条件の
確認と準備】【家族の理解・対応能力の確認とサポート】【家族
の力量に合わせた指導】【心身の回復を促す環境調整とケア】

【医行為を円滑に進めるための調整と連携】を行い、療養者、
家族の生活を包括的に支える看護を提供していた。訪問看護師
は疾患の治癒を重視する「医療モデル」の視点と、生活を支え
る「生活モデル」の双方の視点を両立させて看護を行ってい
た。

10

特定集中治療室管理料を
算定している集中治療部
門で勤務する認定看護
師、専門看護師、特定行
為修了者の活動に関する
調査

量的
研究

集中治療部門に勤務す
る認定看護師、専門看
護師、特定行為修了者
に該当する265名

特定行為修了者は35名で、呼吸器関連 3 区分と「循環動態に係
る薬剤投与関連」、栄養・水分管理に係る 2 区分の取得が多
かった。203名が、呼吸ケアサポートチーム、院内迅速対応シ
ステムなどの多職種チーム活動に参加していた。

11
特定行為研修を修了した
看護師が認識する看護実
践の変化

質的
研究

ジェネラリスト看護師
で、かつ大学院修士課
程以外で当該研修を修
了し、修了後半年以上
経過している者10名

【医学的な推論や判断ができるようになる】【フィジカルアセス
メントを行う視点が広がる】【診断や治療に踏み込んだ発言が
できるようになる】【特定行為が行えるからこその提案を医師
にできるようになる】【特定行為が行えるからこそ提供できる
ケアが増える】等の 7 つのカテゴリーが抽出された。

12

国立高度専門医療研究セ
ンターおよび国立病院機
構における特定行為研修
修了者の活動実態と育成
に関する研究

質的
研究

特定行為研修修了者 5
名

修士課程を修了しすべての特定行為研修を修了した看護師に特
化したテーマは【日々の経験を活かして役割を模索する】【看
護師とは異なる立ち位置で診療を補助する】であった。一方、
認定看護師として専門領域の特定行為研修を修了した看護師に
特化したテーマは【チームの一員として看護を実践する】で
あった。共通するテーマは【医師の指導や医師との連携で自分
のアセスメントを向上させる】【特定行為を単独で実施する】

【高度実践看護師として看護ケアを行う】であった。

13
特定行為を実施する皮
膚・排泄ケア認定看護師
による安全の確保に関す
る行動の特徴

質的
研究

2011-12年に日本看護
協会特定看護師養成調
査試行事業研修課程皮
膚・排泄ケア分野を修
了した全12名のうち、
医療施設に所属かつ、
施設が「特定行為業務
施行事業」に登録して
いる特定看護師 6 名

特定看護師は、『皮膚・排泄ケア認定看護師として培ってきた
創傷管理技術と調整力を基盤とした、低侵襲で安全・安楽な特
定行為の実践』をしていた。安全に関するルール・手順・プロ
トコールを遵守し【自分にできる特定行為による治療】を実施
し、特定行為の安全を確保していた。さらに、【適切な治療の
ために診療科を調整】、【WOCN の創傷管理技術と調整力を基
盤とした安全・安楽な療養環境の提供】ではノンテクニカルス
キルを使用し、チームメンバーができる方法を選択することで
メンバーは専門性を発揮し、安全な療養環境の調整に貢献して
いた。特定看護師の【苦痛を最小限にした侵襲的な治療と関わ
り】では、特定行為を通じて患者の安全・安楽と自立を促進
し、看護技術の要素を含んでいることが明らかとなった。

表 5　「特定行為研修の教育に関すること」についての研究

文献 タイトル 研究
方法 対象 結果

14

チーム医療を推進するた
めの教育的方略の検討
―看護師特定行為基礎実
習Ⅱの学びと実践への活
用から―

質的
研究

特定行為研修実習Ⅱ終
了直後の研修生 5 名

実習Ⅱの学びと実践への活用は 4 つのカテゴリーに集約され、
実習で学んだことを自施設のチームで実践したことが明らかに
なった。

15
特定行為研修研修生が認
識する意思決定
支援：定性的内容分析

質的
研究

特定行為研修共通科目
における意思決定支援
の学習課題の電子媒体
記録物（100場面）

意思決定場面から150コードが抽出され、意思決定支援は13の
カテゴリーに分類された。
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Trends and issues in research related to specific acts of nursing 
―For nurses who have completed specific practice training to  

be active in the nursing relationship―

Hitomi KOIZUMI

【Abstract】

Objective: To examine trends in research related to particular actions by nurses, and to obtain suggestions on 

what kind of research topics are required in the future for nurses who have completed specific action training 

to play an important role in the nursing relationship.

Methods: A search was conducted using the keywords “specific nurse” and “nurse” for the period of about seven 

years, from 2015 to 2022, on the Central Journal of Medicine’s website. From the titles and abstracts of the lit-

erature, 15 research subjects were extracted and examined for the publication year, research outline and 

methods, research objectives, and research findings.

Results: The findings were classified into three categories: “awareness of the specificaction training system and 

expectations of nurses who have completed the training,” “matters related to the nursing practice of nurses 

who conduct specific actions,” and “matters related to the education of specific action training.”

Conclusions: We believe that research issues for nurses who conduct specific acts to play an essential role in the 

nursing relationship need to consider nursing practice, nursing management, and continuing education to im-

prove the quality of medical and nursing care for patients.

Keywords: nurse, specific action, nursing practice
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